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講演内容の概要 

1. 京都大学の活動：博士論文インターネット公開 
• 論文要旨データの収集 

教務電算管理運営委員会(2002-2006） 

• 工学研究科における学位論文リポジトリ公開 
工学研究科教務委員会(2004-2006) 

 

2. 京都大学学位規程と運用の状況  
 

3. 京都大学博士論文インターネット公開の状況 
• 公開の状況(2013.3以前) 
• アクセスの状況 
 

4. 学位論文公開のルール化 
• 学位規程改正と学位論文インターネット公開のガイドライン 
• 研究指導の考え方の変革 
• 教育に必要な考え方の変革 
• 図書館が対応すべきこと 

 



「京都大学学位規程」改訂対象条項 
（一部抜粋） 

• 第5条 学位論文(修士論文又は博士論文)は1編とし、修
士論文は1通、博士論文は3通を提出しなければならない。
ただし、参考として他の論文を添えることができる。 

2 審査のため必要があるときは、教授会又は研究科会議は、
学位論文の副本、訳本、模型又は標本等の材料を提出させる
ことができる。 

• 第14条 博士の学位を授与された者は、学位を授与され
た日から1年以内に当該学位論文の全文又はやむを得な
い事由がある場合には、その内容の主要部分を印刷公表
するものとする。(昭51達30本条加) 

 



そもそも博士学位は 

 公表の有無，論文誌掲載論文数とは無関係 

 新規学術分野の創成を大学独自の調査委員会が評価 

 研究者の学識と研究成果の革新性を判断 

 

「論文内容とそれに関連した事項について試問を行い，申
請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確
認し，合格と認める．」 
 

学位論文の公表は第三者による評価を受けること 

(公開原則の意味) 

 
世の中の暗黙の認識（基準ではない） 

第一著者論文が N 本程度 
（特定大学理系ローカルルール？） 



学位論文に関する予てからの課題 

• 京都大学附属図書館保存学位論文の準貴重書扱い 

• 部局保存学位論文：不十分な保管，廃棄， 

 行方不明（審査書類の管理：３年原則） 

• 著者情報の個人情報保護による非開示 

• 教務電算管理システムにおける学位情報管理 

• 学位論文処理の所掌部局 

 

関連事項 

• 国会図書館における閲覧に対する不満 

• 学位審査課程への不信（学位審査の正当性） 

• 論文博士問題 
（論文博士については、学位に関する国際的な考え方や課程制大学院制度の趣旨などを念  

 頭にその在り方を検討していくことが適当） 

 

 



論文公表の方法の変遷 

• 論文誌の趨勢の変化のキーワード 

 

   自費出版    

   大学紀要 

   学会誌 

   学会論文誌 

   商業論文誌 

   国際会議録 

   Impact Factor 

   Open Source 

       

手書き草稿から出版 

オフセット印刷 

オープンアクセス 



要旨データの収集の改訂 
（教務電算管理運営委員会） 

要旨データの処理（2004年当時） 

1. 調査報告書の学生部への送付（紙） 

2. 学生部から印刷業者へ送付（紙） 

3. 印刷業者による組版 ⇒ 誤植（特に式，専門用語） 

4. 印刷業者から校正を学生部へ 

5. 学生部から調査委員（主査）へ校正を送付 

6. 調査委員による校正 ⇒ 内容修正 

7. 校正版を学生部へ 

8. 学生部から印刷業者へ ⇒ 修正放置，ミス 

9. 学生部にて二次校正 

10.最終校正の印刷業者への送付 

11.印刷出版 

 

2006年の改訂 
電子送付 
 （調査報告 
  承認版） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  印刷 

電子データの蓄積を開始 
2010.1.25〜リポジトリ公開 



京都大学リポジトリの運用 

• 2006年より情報環境機構と図書館機構におけるリポジト
リ運用準備 

• 図書館機構のリポジトリ構築担当が決定 

• 学位論文の許諾関係の図書館窓口を設定(2006.9) 

• 工学研究科における学位論文のリポジトリ収録のため 

 の許諾書に関する審議（工学研究科教育制度委員会） 

 

 

 

 

 

 

• 工学研究科教務課における学位申請手順変更の検討開始 

 

 

学位論文公開決定の心は？ 
・申請者の権利（著作権，知財）の確保 
・学位内容の水準の維持 
・学位審査の明確化 
・研究アクティビティの公開 
 
背景：学位の二重投稿問題 



公表の方法・時期について 
（工学研究科細則） 
• （１）公表は、単行の書籍又は学術雑誌等の公刊物（以下「公表誌」という。）に登載
して行うものであること。 

• （２）公表誌は、学術資料として、大学、その他の学術機関において保存され、随時閲
覧し得るものであること。 

• （３）公表は、原則として学位論文そのものを全文公表するものであること。ただし、
若干の修正を加え、あるいは研究内容に直接影響しない部分を除外して発表することは
差し支えないこと。また、学位論文の内容に相当する他の論文の公表をもって、公表し
たものとすることができること。 

• （４）学位論文を編・章等その構成上の区分により、あるいは内容上研究事項別に分割
公表することができること。 

• （５）自費出版等によるもので、購読できる者が限定されている出版物であっても、最
低100 部以上を大学、その他の学術機関に配布されたものについては、公刊物として扱
うことができること。ただし、その場合は配付先の一覧を添付すること。 

• （６）論文全編をまとめて公表したものについては、その公表年月日、公表誌名（雑誌
の場合は巻・号）又は発行所名等を記載すること。また、編・章等の区分により公表し
たものについては、それぞれの区分ごとに公表の方法・時期を記載すること。 

• （７）学位論文（編・章）とは別の題目で公表した論文をもって公表したものとする場
合については、その題目（公表題目）を（ ）を付して併記すること。 

• （８）未発表のものについては、その公表の方法・時期の予定を記載すること。 

• （９）申請時において、予定が定まっていない場合は「未定」とし、公表後に学位論文
公表報告をすること。 



指導者と学位申請者の立場から 

• 学位が個人の申請であるのに対して，研究成果は組織の
知財となる． 

• 学位に知財の意識が弱い． 

• 学位申請で知財が確保されない． 

• 公表は知財の開示となる． 

• 審査および公表の過程が，知財の確保と，研究のプライ
オリティの確保と矛盾する． 

• 自費出版による著述が主体の学位の位置づけが前近代的
である． 

• 未出版内容も学位で公表した時点で，既発表となる． 

• 出版社と学位の関係（ソース or コピー） 

• 理系の学位に自費出版の公表ルートは無い． 

 

 



学位論文データ 

京都大学内の処理の流れ： 

各研究科内学位審査（京都大学学位規程に従う） 

 

（例）京都大学工学研究科 

a. 学位申請（課程博士，論文博士） 

b. 予備検討（専攻内審査） 

c. 学位申請（課程博士，論文博士） 

d. 本審査 （研究科内審査） 

e. 教授会（代議員会）承認 

f. 学位授与 

 

 公開情報：調査報告書＋学位論文 

 どの時点で学位の内容が確定するか？ 



学位論文申請から授与
までの流れ 



博士学位の本申請の改訂 
（工学研究科教務委員会） 

データのタイムスタンプ 



当時の質問 
（現在とあまり変らず：認識の混乱） 
 
• 上位規程を検討する必要がある 
• 著者が電子的公開を否とした場合、学位規程に抵触しないか 
• 「学位申請者の知財関係の問題への対処を考え、電子公開に関す
る制限事項、および非公開の意向を尊重する」とはどう尊重する
ということなのか。 

• 「利用許諾要件」の利用とは、コピーする人の利用なのか、リポ
ジトリシステムを使用する人の利用なのかどちらか。 

• リポジトリに関し、電子ファイル及び登録申請書等は、学位論文
申請時ではなく、学位授与後ではないのか。 

• 「利用許諾要件」の２．（１）「登録された学術研究成果が、登
録以前に出版社等により出版・公表され、投稿規則ないし出版契
約等により当該出版社等が利用に係る条件を定めている資料の場
合、その規則等の定める条件」とは具体的にどういうことなのか。
（著作権の問題で、インプレス及びサブミテッドで同じ内容で学
位論文に含めている場合の扱い方について） 

• 「利用許諾要件」の「京都大学学術情報リポジトリ運用指針」
「Creative Commons Public License」の確認が必要である。 



関連情報 

学位手続きおよび関係書類，公聴会情報 

http://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja/education/g-procedures/thesis 

 

 



京都大学博士論文 
インターネット公開の状況 



Kuline 検索 



京都大学 
博士論文の登録数 
(2013.1) 



最近の登録状況 



規則化による効果 



学位論文公開ルール化 



学位論文公開ルール化のポイント 

• 学位論文審査の透明化 

• 学位審査の適切性 

• 申請論文による学位審査 

• 学位論文の著者責任の明確化 

 

• 学位論文の公開 

• 学位論文の世界への発信 

• 原著論文に基づく一層の深い洞察 

 

• 知財管理 

• 論文投稿前の知財確保 

• 著者による論文利用の許諾申請 

• 30条規程の回避 

• 秘匿情報の回避 

 

 



学位論文電子公開ルール化により 

• 学生の立場として 

• 学生には経費削減（紙媒体作成の経費削減） 

• 不特定多数への公開性（公開による先取性の確保） 

• 国際的なリクルートへのアピール 

 

• 著作権について 

• 学位論文による速報性の確保 

• 学位論文による著作権の確立 

• タイムスタンプ付公開化による先取性の確保 

 

• オープン化について 

• 研究助成，税金による研究成果の還元 

 

 

 



学位規則の改正 (2013.5.28) 



インターネット公開のガイドライン 



例外規定の扱い 





研究指導の考え方の変革 

• 著作権許諾の取得（著作権の概念：著者版の公開） 

• 査読付き論文の評価（論文誌の評価と学位内容の関係） 

• 研究の継続性と完結性（申請者の研究の完結性） 

• 研究主体の変化（博士課程学生の研究） 

• 研究助成と学位の関係の整理（研究支援のクレジット） 

• 知財の確保と論文執筆の計画（研究計画に知財申請の時     

               期を考慮） 

 

• 論文博士の扱いの厳格化（内容の見える化） 

• 社会人博士の研究推進の厳格化（内容の透明化） 

• 著者間相互関係の整理（二重申請防止） 

             （共著者の権利とその調整） 

 

 



教育に必要な考え方の変革 

• 博士課程教育の透明化（厳格さと基準） 

   後継者育成教育課程⇒グローバルな研究教育 

• コースワークとしての研究論文執筆指導の透明化 

        （学位プログラムとしてのスキル教育） 

   論文執筆のリテラシー教育 

• 学位論文の研究課題の設定（研究能力の開発） 

   徒弟制度からプロジェクト指導へ 

• 文系と理系（ダブルディグリーとの関係） 

   学位取得のための研究成果の評価基準 

フンボルト理念に基づく教育システム（京大） 
 
  

アメリカ型教育システム 
 

質保証の厳格化 



図書館が対応すべき事 

• リポジトリの管理運営（管理業務） 

• 出版社の著作権に関する許諾手続き支援（サービス） 

 アカデミックリンクの方向性（積極的な著作権処理） 
  著者版と著作権の関係の整理 

  出版社との互恵関係の確立 

• 学位論文の出版方法に関する支援（サービス） 
  大学出版会との連携 

  自費出版に関わる諸手続きサポート 

• 学位論文公開に伴う著作権関係のトラブル処理（サービ
ス） 

  著作権侵害に関して：図書館 

  特許関係に関して：知財関係部署 

• 冊子体とデータの保存とタイムスタンプ管理（管理業務） 
  学内教務手続き管理 

    教務学位情報管理 

 

 



出版社による学位論文の学術出版 

学位論文の著書出版はオープンアクセスの障害ではない 

 

 学位論文を編集しない学術出版はあり得ない． 

 編集を経てさらに次元の高い出版物とする． 
  （出版社の仕事：学位論文のままなどあり得ない！） 

 出版本と学位論文のリポジトリの併用は意味がある． 
  （新しい創造への過程の開示） 

 出版本への目次リンクがあればより効果的である． 

 

  京大では文系学位の約20%が毎年出版に至っている． 

by 京都大学出版会との意見交換 



Thank you for your attention ! 

Any Question ? 



電子公開を避ける気持ちの根幹は・・・ 

• 特定の学位の公開出版物だけが販売対象になり，その益
を個人が受けている 

• 学位に関する研究成果は個人に帰属していない 

• 知財の益を個人に還元している 

• 研究成果により個人が名声を得る場合がある 

 

• 学位取得条件は平等でない 

• 学位どうしの優劣がある 

• 学位の内容とその後の就職，昇進との関係がでる 

• 学位に関わる権利と義務があからさまになる 

 
これらは学位のインターネット公開とは無関係であり 
従来から放置されていた既得権と問題点 


